
 
 

 
 
報告資料（２）    

令和５年１０月２６日 
都 立 学 校 教 育 部 

 
請願について 

 
都立高校改革推進計画に基づく、夜間定時制課程の閉課程に関する請願について、

下記のとおり報告する。 
 

 記 
 
１ 請願者 

小山台高校定時制の廃校に反対する会 
都立立川高等学校芙蓉会（定時制同窓会） 
立川高校定時制の廃校に反対する会 
代表 椎野 彰夫 様    

 
２ 請願事項 

小山台高校定時制・立川高校定時制の閉課程を中止し、両校の存続を決定してくだ

さい。 
 
３ 請願理由 

東京都教育委員会は、７年前に小山台高校定時制と立川高校定時制の閉課程（廃

止）を決定した。しかしその後、両校の存続を求める声が高まり、生徒募集が続いて

いる。誰でも、何歳でも、少人数で学べる夜間定時制高校は、都民の貴重な財産であ

る。昼間働いている生徒や高校を中退した生徒、夜間中学の卒業生、若いときに学ぶ

機会を逸した人、外国につながる生徒など、多様な学びのセーフティネットの役割を

果たしている。 
小山台高校定時制は「多文化共生の教育」で、立川高校定時制は多摩地域の中心に

位置する普通科最大の定時制として、ともに他校で代替できない学校になっている。

両校とも、交通の便が良く、創立８０年を超え、地域の人々に支えられている伝統校

である。 
東京都教育委員会が両校の存続を求める声を受け止め、閉課程を中止し、生徒が安

心して学べるよう、一刻も早く存続することを求める。 
 
４ 回答 
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５教学高第    号 
令和５年 １０月   日 

小山台高校定時制の廃校に反対する会 
都立立川高等学校芙蓉会（定時制同窓会） 
立川高校定時制の廃校に反対する会   

代 表  椎 野 彰 夫  様 
 
 

東 京 都 教 育 委 員 会 
 
 

請 願 に つ い て （ 回 答 ） 
                  
                  
 令和５年９月８日付けで提出された請願について、下記のとおり回答します。 
 
                   記 
 
 東京都教育委員会は、平成３１年２月１４日に開催された平成３１年東京都教育委

員会第３回定例会において、都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）を策定し、

この中で平成２８年２月の都立高校改革推進計画・新実施計画と同様に、小山台高校

及び立川高校の定時制課程を閉課程することを決定しています。 
新実施計画策定後、夜間定時制課程の入学者選抜の状況は、平成２８年度から令

和５年度までにかけて募集人員は８１０人減少していますが、第一次募集の応募倍

率については、平成２８年度の０．３８倍から、令和５年度の０．２６倍へと低下

しています。第一次募集の応募者数についても、平成２８年度の９１２人から、令和

５年度は４２９人と減少しており、さらに、第二次募集における応募者が平成３０

年度以降、大幅に減少し、入学者数の減少が顕著となっています。 
このため、東京都教育委員会は、都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）の

着実な実施により、チャレンジスクールや昼夜間定時制高校の規模拡大等を行い、そ

の進捗や夜間定時制高校の応募倍率の推移などの状況を考慮しながら、小山台高校

及び立川高校の夜間定時制課程を閉課程し、都立高校定時制課程の改善・充実を進

めていきます。 
小山台高校定時制課程及び立川高校定時制課程の閉課程後、夜間定時制課程を希

望する生徒については、チャレンジスクールや周辺の夜間定時制課程等において受

け入れていきます。 
 

【閉課程する理由】 
 夜間定時制課程を当初から希望する生徒の入学者選抜応募倍率は、平成２３年度に

は０.６３倍でしたが、平成２７年度には０．４２倍に低下しています。 
また、夜間定時制課程は、セーフティネットの機能を果たしていますが、募集人員
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に対する在籍生徒の割合は、平成２３年度以降年々低下し、平成２７年度では定員の

６８.６％にとどまっています。その上、夜間定時制課程には、昼間に学校に通うこと

ができない勤労青少年の学びの場として、昭和４０年度には夜間定時制課程に進学し

た生徒のうち勤労青少年は８８．３％でしたが、平成１３年度の夜間定時制課程に在

籍する全生徒のうち７．０％に、平成２７年度では３．３％にまで低下しています。 
 その一方で、夜間定時制課程には、学習習慣や生活習慣等に課題がある生徒や、小・

中学校時代に不登校を経験した生徒、外国人の生徒など、多様な生徒が在籍するよう

になっています。こうした生徒の中には、チャレンジスクールや昼夜間定時制高校を希

望していたものの、合格できずに夜間定時制高校に入学した生徒も多くいる状況です。

このため、東京都教育委員会では、このような生徒や保護者のニーズに対応すべく、チ

ャレンジスクールや昼夜間定時制高校を設置し、規模拡大に取り組んできましたが、

平成２７年度入学者選抜においても、チャレンジスクールの応募倍率は１．６６倍、

昼夜間定時制高校が１，７７倍であり、入学希望に十分に応えられていない状況があ

ります。 
そこで、「都立高校改革推進計画・新実施計画」及び「都立高校改革推進計画・新実

施計画（第二次）」では、昼夜間定時制高校とチャレンジスクールの夜間部の規模拡

大やチャレンジスクールの新設を行い、その進捗や夜間定時制課程の応募倍率の推移

などの状況を考慮しながら、一部の夜間定時制課程を閉課程していくこととしてい

ます。また、全ての定時制高校において、スクールカウンセラーの配置拡大や勤務

日数の拡充など教育相談体制の強化等を行い、定時制教育の充実を図ることとして

います。 
なお、現在の状況といたしましては、令和５年度における募集人員に対する在籍

生徒の割合は３５．７％、夜間定時制課程に在籍する勤労青少年は全生徒のうち 
３．０％となっています。 
また、小山台高校定時制課程の入学者の状況は、平成２７年度２６人に対し令和

５年度は１０人となっており、立川高校定時制課程の入学者の状況は、平成２７年度

９０人に対し令和５年度は３７人となっています。 
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